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本研究は、低費用かつ多人数で実施可能な「歌唱と手指運動の二重課題トレーニング」が、高齢者の

認知機能および注意機能に与える効果を検証した。対象は要支援・要介護認定を受けていない高齢者

とし、介入群と対照群を設定した。介入群には、12 週間にわたり週 1 回 30 分の集団介入と、毎日 15

分の自宅課題を実施した。 

その結果、介入群では認知機能（MoCA-J）および注意機能（TMT-J A）において有意な改善が認めら

れた。これは、簡便な二重課題トレーニングが高齢者の認知症一次予防に有効であることを示唆する。

一方で、より複雑な注意機能を調べる（TMT-J B）では有意な改善は認められなかった。また、介入に

よって得られた効果は、介入終了後の追跡調査において維持されていなかった。 

本研究の成果は、歌唱と手指運動を組み合わせたトレーニングが、簡便かつ有効な認知症予防策と

なり得ることを明らかにした点にある。また、その効果は一過性であり、持続的な効果を得るためには

継続的なトレーニングが不可欠であることも示された。 
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